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一
針
一
針
に
こ
だ
わ
っ
て
縫
い
上

げ
た
製
品
は
高
品
質
で
、
高
級
ア

パ
レ
ル
ブ
ラ
ン
ド
か
ら
の
信
頼
も

厚
い
。

フ
ラ
ッ
ト
シ
ー
マ
ー
ミ
シ
ン

　
そ
れ
ら
の
ミ
シ
ン
の
な
か
で

も
、特
に
希
少
価
値
が
高
い
の
が
、

ユ
ニ
オ
ン
ス
ペ
シ
ャ
ル
社
（
ア
メ

リ
カ
）
製
の
フ
ラ
ッ
ト
シ
ー
マ
ー

ミ
シ
ン
だ
。
１
９
６
２
年
（
昭
和

３７
）
頃
に
同
社
が
開
発
し
た
も
の

で
、
現
在
は
生
産
を
終
了
し
て
お

り
、
国
内
に
数
台
し
か
残
っ
て
い

な
い
。

　
フ
ラ
ッ
ト
シ
ー
マ
ー
の
特
徴

は
、
凹
凸
な
く
平
ら
に
仕
上
が
る

縫
い
目
。
肌
に
負
担
を
か
け
な
い

仕
上
が
り
で
、
直
接
肌
に
触
れ
る

イ
ン
ナ
ー
や
ベ
ビ
ー
服
、
ス
ポ
ー

ツ
用
品
な
ど
の
縫
製
に
利
用
さ
れ

る
。
ビ
ン
テ
ー
ジ
の
ミ
シ
ン
な
ら

で
は
の
味
の
あ
る
仕
上
が
り
も
魅

力
で
、
ビ
ン
テ
ー
ジ
風
の
洋
服
の

縫
製
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
。

　
と
は
い
え
、
年
代
物
の
機
械
を

思
う
よ
う
に
動
か
す
の
は
簡
単
な

こ
と
で
は
な
い
。
通
常
よ
り
手
間

が
か
か
り
、技
術
も
要
求
さ
れ
る
。

そ
れ
で
も
、「
縫
製
は
技
術
職
」

の
信
念
の
も
と
、
縫
い
手
た
ち
は

日
々
ク
オ
リ
テ
ィ
を
高
め
て
い

る
。縫

製
の
技
術
を
未
来
へ

　
そ
ん
な
オ
ラ
ン
ジ
ェ
で
リ
ー

ダ
ー
を
務
め
る
の
が
、
代
表
取
締

役
の
西
田
晴
美
さ
ん
。
同
社
の
事

務
職
と
し
て
経
験
を
積
み
、
経
営

を
引
き
継
い
だ
。
西
田
さ
ん
が
力

を
入
れ
る
の
は
、
培
っ
て
き
た
技

術
を
未
来
に
つ
な
げ
る
こ
と
。
日

本
の
縫
製
技
術
を
次
世
代
に
残
す

こ
と
は
自
分
た
ち
の
責
任
だ
と
考

え
て
い
る
。

　
令
和
４
年
（
２
０
２
２
）
に
は
、

「
ミ
ラ
イ
テ
ソ
ー
イ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
」
を
開
講
し
た
。
子
ど
も
か
ら

初
心
者
、
上
級
者
ま
で
、
誰
で
も

気
軽
に
縫
製
を
楽
し
め
る
教
室

で
、
フ
ラ
ッ
ト
シ
ー
マ
ー
を
は
じ

め
と
す
る
本
格
的
な
工
業
用
ミ
シ

ン
を
使
い
、
平
ら
な
縫
い
目
や
、

厚
手
の
布
、
二
本
縫
い
な
ど
、
プ

ロ
仕
様
の
製
作
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
コ
ー
ス
も
人
気
だ
。

　
教
室
で
ミ
シ
ン
を
体
験
し
た
受

講
者
が
、
そ
の
後
、
オ
ラ
ン
ジ
ェ

に
入
社
し
た
こ
と
も
あ
る
。
少
し

ず
つ
で
も
、「
日
本
の
縫
製
」
の

裾
野
を
広
げ
て
い
る
。

和
歌
山
み
か
ん
の
よ
う
に

　
西
田
さ
ん
に
は
も
う
ひ
と
つ
、

大
き
な
目
標
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

布
地
の
製
作
や
、
染
色
な
ど
、
縫

製
と
隣
接
す
る
工
程
も
す
べ
て
地

元
で
担
う
「
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
和

歌
山
」
の
ア
パ
レ
ル
を
つ
く
る
こ

と
。
オ
ラ
ン
ジ
ェ
が
和
歌
山
ブ
ラ

ン
ド
の
発
信
地
に
な
っ
て
い
く
こ

と
を
夢
に
見
て
い
る
。

　「
オ
ラ
ン
ジ
ェ
は
、
フ
ラ
ン
ス

語
で
オ
レ
ン
ジ
の
こ
と
。
名
産
の

ミ
カ
ン
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま

す
。和
歌
山
の
み
か
ん
の
よ
う
に
、

全
国
に
名
を
広
げ
て
い
き
た
い
」。

目
標
を
胸
に
、
今
日
も
工
場
で
は

ミ
シ
ン
の
音
が
響
く
。

ニ
ッ
ト
産
地
の
工
場

　
和
歌
山
は
日
本
有
数
の
ニ
ッ
ト

の
産
地
。
明
治
時
代
以
来
の
歴
史

が
あ
り
、
カ
ッ
ト
ソ
ー
や
ス

ウ
ェ
ッ
ト
シ
ャ
ツ
に
使
わ
れ
る
丸

編
み
ニ
ッ
ト
生
地
の
シ
ェ
ア
は
全

国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
誇
る
。

　
そ
ん
な
地
域
で
５０
年
以
上
、
縫

製
の
技
術
を
磨
き
続
け
て
い
る
の

が
、
和
歌
川
沿
い
に
工
場
を
構
え

る
オ
ラ
ン
ジ
ェ
だ
。
パ
ワ
ー
が
段

違
い
の
工
業
用
本
縫
い
ミ
シ
ン

や
、
ニ
ッ
ト
素
材
の
縫
い
合
わ
せ

を
得
意
と
す
る
ロ
ッ
ク
ミ
シ
ン
。

多
種
多
様
な
ミ
シ
ン
を
駆
使
し
、

縫い手の技が光る

製品は厳しくチェック

ソーイングスクール ユニオンスペシャル社製のフラットシーマーミシン。
シリアルナンバーが記されている。

ものづくり

縫製

at 和歌山

希
少
な
ミ
シ
ン
と
技
術
で

「
メ
イ
ド
イ
ン
和
歌
山
」
を

工業用のミシンは、家庭用のそれ
とは音が違う。オランジェで活躍す
るのは、そのなかでも特に重厚な
ビンテージもののミシンだ。特別
な機械と、それを扱う確かな技術
で、「メイドイン和歌山」のブラン
ド構築を目指す。

有限会社オランジェ
〒641-0007

和歌山県和歌山市小雑賀677-12
TEL：073-499-5106

https://orangewakayama.jp/
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11 わかやま魅力発信人　｜　野﨑貴志さん



編 集 後 記

　今号の特集を思い付いたきっかけは、私自身が中学時代に購入し
た和歌山市中心部の地図を実家で発見したことです。そこには、今
はもうなくなってしまった店や、姿を変えた建物の名前がたくさん。
行くだけでワクワクしたあの頃の中心市街、その面影が目の前にあ
りありと浮かんでくるようでした。
　とは言え、この特集の目的は、「昔は良かったなあ」と過去を懐
かしむことだけではありません。令和を生きる私たちは、古い時代
の良さを引き継ぎつつ、地域に新たな活気をつくっていく必要があ
ります。今号では、それぞれのかたちで、そういう活動に取り組ん
でいる方々に登場していただくこともできました。
　『ほうぼわかやま』の合言葉は「ふるさと再発見」。再発見したも
のをどう生かしていくか。それを前向きに考える手助けになればと
思っています。

編集長　宇治田 健志

ウイング 和歌山詳しくはウェブで検索→ https://w-i-n-g.jp
ほうぼわかやまのバックナンバーは弊社ホームページからもダウンロードできます。

協力機関

「ほうぼわかやま」発行について
和歌山の歴史・文化を掘り起こし郷土愛を育む一助になればと、弊社が自費で
2008年から発行している情報誌です。また、この活動を通して、郷土と社内の活
性化の両立を図ることを目的としています。
設置場所：和歌山市内のコミュニティーセンター、県内の図書館、TSUTAYA WAYなど
　　　　　 詳しくはホームページをご覧ください。

本誌を作成するにあたり、次の機関・団体にご協力をいただきました。
厚く御礼申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　（順不同・敬称略）

本町文化堂、ゲストハウス RICO、中六薬局、有限会社オランジェ、
和歌山市民図書館、
写真を提供してくださったみなさん
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地域と企業のブランディングをお手伝いする広告・制作会社です。「ほうぼわかやま」
の発行や本づくりを通じた地域文化の振興を目指しています。就職応援 BOOK 
「COURSE（コース）」や、キャリア教育本「さくらノート」も発行しています。［沿
革］創業 1972年。設立 1981年。

和
歌
山
県
の
南
西
部
に
位
置
し
、
古
く
か
ら
熊
野
詣
へ
と
通

じ
る
入
り
口
と
い
う
こ
と
か
ら
「
く
ち
く
ま
の
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
八
上
王
子
跡
や
稲

葉
根
王
子
跡
、
熊
野
詣
に
来
た
人
が
身
を
清
め
た
水
垢
離
場
が

あ
り
、
歴
史
と
自
然
の
豊
か
さ
が
魅
力
で
す
。

上
富
田
町
は
昭
和
33
年
に
誕
生
し
て
か
ら
人
口
が
増
え
続
け

て
お
り
、
大
東
建
託
株
式
会
社
様
に
よ
る
和
歌
山
県
住
み

こ
こ
ち
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
３
年
連
続
１
位
に
選
ば
れ
る
な
ど
、

注
目
が
集
ま
って
い
ま
す
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
づ
く
り
の
た
め
「
く
ち
く
ま
の

ウ
エ
ル
ネ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」
を
か
か
げ
、
心
身
と
も
に
健
康

に
な
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
は
、
県
内
屈
指
の
規
模
で
、
主
に
サ
ッ
カ
ー
や
ラ
グ
ビ
ー

に
利
用
さ
れ
る
天
然
芝
、
人
工
芝
の
コ
ー
ト
の
他
、
野
球
場
、

イ
ベン
ト
広
場
を
備
え
、
各
種
の
大
会
や
合
宿
等
で
賑
わ
っ

て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
で
は
、
地
域
住
民
の
健
康
増
進
、

介
護
予
防
の
拠
点
と
し
て
多
く
の
方
が
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
方
が
上
富
田
町
に
魅
力
を
感
じ
て
集
ま
り
、
住
民

も
誇
り
を
持
て
る
、
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

▲清流　富田川 ▲水垢離場




